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(第14回シンポジウム報告)

パネルデイスカッション (II)

テーマ沿岸域から始まる環境保全
-海岸ゴミから生態系まで一

コーデイネーター:敷田 麻実(金沢工業大学環境システム工学科助謝野

パネリスト: 小島あずさ(クリーンアップ全国事務局代表)

松本 清次(国土交通省近畿地方整備局神戸港湾工事
事務所長)

三浦 到(網野町企画振興課長)

山崎 達雄(京都府企画環境部環境政策監)

-敷田麻実

今日は身近な海岸ゴミの問題から海洋・沿岸域の

生態系の問題まで、我々はどのように対応していけ

ば良いのか検討していきたい。

現実の海と理想の海の差は一体どうして生じてい

るのか、どこがその差につながっているのか。どう

いうことが沿岸域で問題になっているのか端的にす

るところからスタートしたいので、まずパネリスト

の皆さんに海に対する思い入れを語ってもらいた

し)0

パネリストの海に対する思い入れ

・三浦 到

子どもの時から海に親しんだ口昔は、砂浜もひろ

くソフトボールなと守もやっていたD 春夏秋冬、海が

生活の一昔日になっていた。現在も琴引浜の鳴き砂な

どの保存にも関わっている。昔のようなきれいな砂

浜、海岸を取り戻したいと思っている。

-山崎達雄

小さい時に海岸で砂遊びをしたことがあるが、そ

の海岸も現在は護岸で固めらオk 降りていくことが

世づくことができなくなっていた。海が遠い存在に

なっでいる気がする。なごみを与えてもらう世界で

あってほしいが、そのためにも安全な仕掛けをつく

っていってほしい。海を社会的に利用する方法をす

すめながら、海を取り戻す方法を考えたい。
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-小島あずさ

東京の真ん中で、育ったため、関わりは少なかったO

小学校のころ行った神奈川の海で、初めて桜貝を広

い、とても感動した思い出がある。海辺にいくと気

持ちが安らぐなど、渚がもたらす海の効用をもう一

度見直してほしいと思うD 海岸にゴミがないほうが

いいという単純な気持ちから現在、活動を行ってい

る。

松本清次

幼いころより沿岸部の開発により、町が活性化し

ていく様を見てきた。大学時代から海を開発し、利

用することを勉強し、仕事にもしている。海を利用

して、人々が豊になってきたが、それによって環境

に負荷を与えてきたことも認めざるを得ない。その

失ってしまった環境を、人の手をいれて取り戻す必

要があるD 生態系、や環境と開発を調和させていくこ

とが必要である。

海岸のゴミ問題

.小島あずさ

ゴミから問題提起する。誰かカ苛ミ法投棄したわけ

ではなく、流れてきたゴミが漂着して、片づける人

がいないひどい状態になっている海岸がある。また、

入り江の中に流れてきたプラスチックのゴミが層に

なり漂着して打ち上がっているが、断崖を降りてい

かなければいけないので、回収したゴミを陸に揚げ

るのが非常に困難な場所である。ゴミの問題をなん

とかしたいと，思っても、回収に行くことも、回収し

たものを処理することも非常に困難な状況である場

所もある。これは特別な事例ではなくて、日本の至

る所に同じ様相がある。

鹿児島の種子島では、海の上で使われている漁具

の発泡スチロールの浮きなどが海岸の強い紫外線や

波や風によって劣化して、どんどん細かくなり、ま

るで雪が降ったように発泡スチロールだらけの海岸

になっているのである。これは、特異な例ではなく

ゴミ拾いというのは日本の至る所でたくさん行われ

ているが、限られた時間・限られたマンパワーでや

ると大きな拾いやすいものは比較的良く集めること

はできるが、破片化したゴミは全て回収することは

不可能であり、小さくなって見えにくくなるが、分

解しないで環境中に存在しているのである。死んだ

亀の胃から破片化したプラスチックのゴミが見つか
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った例もある。誤飲誤食など、他の生き物への影響

が大変深刻な状況になっている。飲み込んでしまう

だけでなく、ゴミの絡まりという現象も起きている。

私たちはゴミ拾い運動としてこの活動をしている

のではなくて、生物の多4設住を後世に残すという自
分達の使命の元に、できることからやろうというこ

とで、ゴミを調べている。それは何が問題か、その

ゴミがどこから来ているか、ということを托古屋して、

その上で元から出さない対策を立てるための活動で

あるD 一口に海のゴミと言っても非常に根深い問題

がある。

琴引浜と「美しいふるさとづくり条例J
・三浦 到

ゴミの問題は、海から来る漂着ゴミと、もう一つ

は陸から、つまり琴引浜に来る観光客カ捨てるゴミ

の2通りがある。今日は陸からのゴミをどうするか

というテーマでお話しする。

網野町では、「美しいふるさとづくり条例」を今

年の7月1日から施行した。町内を等しくきれいに

していこうという寸舶なポイ捨て条例の中身と、

特.~Uf呆護区域というのを定めて特化して守っていく

内容とがある。特別保護区域では、禁煙、花火の禁

止、倒反等の禁止という条例の中身を持っていて、

それを琴引浜にあてはめている。全国でも特異な条

例である。

この条例を作ったきっかけは、琴引浜には夏にた

くさんの海水浴客が来るが、夏になるとすぐに砂下が

鳴かなくなることからである。琴引浜は1.8kmあり、

その全部の浜カ湘烏き砂の浜で、春や秋はよく鳴くが、

夏の海水浴シーズンになると途端に鳴かなくなる。
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特に海水浴客の多い600mぐらいの範囲はすぐ鳴か

なくなるということが続いていたD これまでは、人

が大勢来て踏みつけて鳴かなくなるのだろうとあき

らめていたのである。京都市の東山高校の地学部の

生徒達が十数年に渡ってこの浜の漂着物の調査した

結果、琴引浜の鳴き砂は、タバコの灰などが混ざる

と鳴き砂の音がだんだん高くなり最後に鳴かなくな

ることがわかった。つまり、人がそこにきて、ただ

踏むだけで鳴かなくなるのではなくて、タバコも大

きく影響していることが分かった。

京阪神の大学生が丹後をフィールドに研究してい

る丹後オープンカレッジに、鳴き砂を守るような条

例ができないかという依頼した。それを受けて、立

命館大学の学生カ丈海岸で海水浴客にアンケート調

査をしてくれたoIこの鳴き砂の浜を守るために、
禁煙にすることに賛成か、反対か」との設問に、

85%以上の人が賛成であると言ってくれたO その結

果を基に、地元の人たちが平成11年、 12年と 2年

間禁煙ピーチにしようという取り組みを始めた。最

初の年は、かなりの成果があったが、 2年目になる

となかなかよい成果がで、なかった。法的拘束力がな

いので、なかな治効果が上がらないという櫛命にな

った。そのことから「美しいふるさとづくり条例j

を策定したのである。今年の7月1日から樹子した

が、海岸法の改正が追い風になった。それまでは海

岸の管瑚差融限は

正由にこヰよつて、知事との協議か整えば市町村長でもで

きることになったのである。網野町も京都府と協議

をして、琴引浜の管1醜限を京都府から網野町へ移

行してもらった。

今年の夏、特別保護区域に琴引浜を指定し、守っ

ていく環境保護団体として、 15年間近い保護活動の

歴史がある「琴引浜の鳴り砂を守る会jを認定した。

その会のメンノfーが土日を中心に午前と午後1回ず

つ、 2-3人で海岸をパトロールし、タバコを吸っ

ている人に条例を説明して協力をお願いした。協力

をしなかった場合は、周辺の清掃をさせることや環

境保護学習をしなければならないという罰則や、そ

れでも従わない場合は、氏名公表をするという条例

になっている。トラブルが懸念されたが、まったく

なかった。その結果、今年の夏はゴミが激減し、タ

バコの吸い殻も激減した。鳴き砂も鳴く期間が長く

なり、鳴く範囲も広がった。今年の夏の取り組みは

成功したが、これからも続けていく必要がある。

「海岸親寛整備事業」について

・松本清次

国土あ亘省は、港湾の開発だけでなく海のゴミや

油を拾うという仕事もやってきた。昭和48年以来、

瀬戸内海、東京湾、伊勢湾を対象に、海面に浮遊す

るゴミ・油の回収事業を行っている。港湾区域・漁

港区域は、港湾や漁港の管理者である地方公共団体

が管理しているので、国土交通省は内海・内湾の沖

に漂うゴミを回収している。神戸港湾工事事務所の

場合は、大阪湾と播磨灘を担当していて、それぞれ

1隻ずつ専用の船を配置し、職員を乗せて、平日は

毎日ゴミを拾いに出かけている。その結果として1

年間に1000m3を越えるゴミを回収し、酎jきげして、

最高付扮場で処分している。回収されたゴミの中身

をみると、木ちく片や海藻に混じってピ、ン・缶、石

油製品(プラスチックのボトルが主体)があり、木

ちく片も自然のものだけでなく、家屋を潰したとき

の建築廃材が河J11に投棄されたのではないかと思わ

れるようなものも混じっている。その他、冷蔵庫、

家庭用のパスタブ、家電リサイクル法でお金を払っ

て処分しなければならなくなったテレビ等、かなり

の部分カ可11を通じて陸から海に流れてきたゴミであ

る。広島にも同様の船があるが、広島湾は牡蛎の養

殖が盛んであるため、牡蛎養殖から発生するゴミが

相当占めている。牡蛎筏が波に洗われて、筏の材料

である竹、筏のフロートであるプラスチック等であ

る。場所によって陸の生活・産業活動からでるゴミ

があり、場所によっては海そのものを生業とする人

からでるゴミもある。

港湾開発の中でミチゲーションという観点から、

浅場の造成、人工干潟の造成も手がけている口例え

ば大阪湾の中では堺泉北港の港の中に人工干潟を作

った。浅場だと太陽の光が海底まで届くので、藻が

生え、藻が生えれLf、魚、がそこで生息するようにな
る。今やろうとしている開発のミチゲーションだけ

でなく、過去数十年の開発のミチゲーションにも取

り組んでいきたい。ただ、事業の効果に対してなか

なか定量的に説明しにくい。したがって大変なお金

のかかる仕事に税金を投入して良いのかの判断が難

しい。判断才料が欲しいし、判断材料があればこれ

を示して応援してくれる方も増えてくるのではない

かと思、っている。
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-小島あずさ 再生していったということである。 i劃秀をどうやっ

元々の自然にかなうものはない。自然の4丸態が維 て考えていくのか、問題を解決するためには必要不

持できれば、それが一番お金もかからない。人聞が 可欠と考えている。琴引浜の活動は、嬉しいし、楽

使うためにそこを失ってしまい、それの代酎昔置と しいなと思うO 守るべきものが「鳴き砂jとある程

して現在はその技術が進んで、人工的になっていると 度はっきりしている状況がある。

いうこともある。ただそのときに順番を間違える例 府義会で、四万十川の水質と京都府の由良川の水

というのがあると恐ろしいと思う D また、「ミチゲ 質とはどう違うのかと聞かれた。四万十川と由良川

ーションしていますJと言っても、元々の自然の状 では、 BODなどの水質基準ではそれほど大幅には

態に比べて面積も小さくなり、非常に大きなお金も 変わらない。ただそこには、川に対する人々の愛着

かかって、費用対効果の点でも時間をかけられるや などプラスアルファの部分があるので、はないか。海

り方をとっていくべきだと思う。ミチゲーションの の保全などを考える場合、鳴き砂など、私たちが守

すべていけないとか、頭ごなしに白か黒かと言うよ るべき指標を地域の中でどうやって作り出していけ

うなつもりはない。 るのかが大事である。漂着ゴミの問題も大事だと思

今までは良かれと思って一部の海岸管理者や樹? うれ地域の中で環境への獲得目標、地域の人達が

者が一生男締考えて努力した仕事の結果できたもの 「自分達の地域はこうありたいJという指標を提示
が、ミスマッチだったために、折角一生懸命ゃった していかないとダメである。ゴミを拾うということ

のに歓迎されないで、人が行かない海岸になってし に問題提起をするというだけに留まるのではない

まっている所が実にたくさんある。それではあまり か。

に努力がもったいない。そうれあれば、どういう海

岸にしたいのか、もちろん安全の確保とか、どのよ -小島あずさ

うに利用するか、費用をいかに安く抑えるかという、 私たちの場合は清掃運動では限界があるというと

諸条件をクリアした上で、もっと一番地べたのとこ ころからスタートしていて、拾うこと自体が目的で

ろでみんなの声が反映できるような、合意形成と言 はなく、データを取りながら客観的に何が原因かを

われているシステム作りをやっていくべきではない 掴むやり方である。清掃としてやっている限りは時

かと思う。 聞が経てばまたどこからからゴミが出てくるD だか

らこそ原因を掴むために、どんな材質のものがどれ

漂着ゴミと住民・ボランティアの関わり ぐらいあるのか、それがどこから来たのか、誰カ幣

-山崎達雄 てたのか、どうしたらそれを出ないようにできるの

京都府内で内陸部のゴミの不法投棄が多くなり、 かなと調べ、もう少し根本的な所に到達できるよう

悪質化してきている。この4月に京都府は不法投棄 な工夫をしている。山崎さんが言われたような地域

についての取り締まりの対策本部を作ったO 内陸部 ごと、活動体ごとの獲得目標というのは非常に重要

のゴミの不法投棄は悪質であり、違法を承知でやっ だと思うD 琴引浜のような素晴らしい例カ苛豆期間に

ているD 海岸漂着物の投棄の原因は何なのかをお話 成功したのは、「鳴き砂の浜jというシンボリック

をしてもらいたい。それは行政だけでは多角明平決で なものが一つ効いているのではないだろうか口聞い

きないのではないか。悪質な事例というのは、行政 たところによると、ナホトカ号の重油被害で、集ま

がきちんと取り締まりをしていくというパターンだ ったボランテイアカ琴51浜に集中し、結果的に他の

と思うが、それ以外のもう少し陶玄い活動をどうや 所よりも早く回復したという事実も、守りたい鳴き

っておこしていくのか。なかなカ、行政だけでは広が 砂カτあったからだ、と，思う。運動をしようと思う人達

りをもてないので、さまざまな団体や地域の団体と が具体的に自分達のビジョンとして掲げていかない

広がりをもった形で、進めていくのか。漂着ゴミは、 と仲間も増えないし、成果に到達するのも難しいと

比較的幅広い事柄であるが、地域だけではなかなか 思うので、非常に示唆に富む意見だ、と思う。

解決できないのではないかと思う。ナホトカ号の重

油汚染の事例も、地1或の中だけでは解決できない問 -三浦 到

題である。外からのボランティアの力もかりて海を 琴引浜においては10年ほど前から、年間を通して

沿岸域/第14巻第2号 2002.3
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清掃をしている。駐朝司金を取り、それを財源にし

て地元で人を雇い、年間を通じて美しい浜に保とう

という努力を続けている。そういうことで、いつ行つ

でもあまりゴミはない。琴引浜の取り組みを見て、

他の海岸でも、自分達の海岸もきれいにしていかな

くてならないという意識に変わってきた。そのよう

な波及効果カ守余々に広がればいいと思う。

-
0
 、

-松本清次

港の緑地を造るにあたって、市民の意見を採り入

れて造った事例もある。

高砂の相生の松をシンボルにした公園がある。東

播磨港の大規模開発をやる以前から高砂市は、臨海

部が重化学工業地帯になっていて、市民が海から閉

ざされていた。入浜権運動というのがこの町で生ま

れ、何とカヰ毎に出たい、海にふれあえる場所を造っ

て欲しいと声を受けて、この港湾の緑地・都市公園

の事業がスタートした。市民の声を受けた結果、物

を造った後も、管理が行き届いていて、ゴミも落ち

ていなしE。後々、愛着をもってもらうためにも、今

後も市民参加を得て緑地等を造っていきたい。ただ、

港湾という特殊な空間の中での仕事なので、そこで

市民の声を聞くときに、どこまで興味をもって参加

してもらえるのかという疑念がある。知里矢理参加

してもらったところで、かみ合ったi諾命になるのか

どうか、非常に不安である。基本的には市民参加の

行政という方向で行政側の認識も一致しているが、

その方法論のところで行政内部ではいろいろな不安

があり、どうやったらよいのか右往左往している。

-山崎達雄

環脚GOとの話のなかで、京都府は環跡GOと

ノtートナーシップを結ぶような状況でないと怒られ

た記憶がある。市民に比べて行政はある分野ではプ

ロであると思うが、違った意味で環境NGOもプロ

である。少し時間をかけながら議論をし、お互いの

立場を認め合い少し時間をかけ、仕事をしてゆくこ

とが大事なのではないか。

-三浦到

行政の機関の中には国・都道府県・市町村とある

わけだが、住民と一樹妾点があるのは市町村である。

我々が国と直接話をする機会というのはそうない。

固からとなると我々も身構えるが、その辺の垣根を

取っ払い、まずは市町村の職員とのつながりを強固

にしてもらい、市町村職員を使い、窓口にして、住

民との対話をはかつていくのが一番いいのではない

か。

-小島あずさ

何かやろうといったときに、市開則と行政側件目

対立していると言う前提で出発しているきらいがあ

る。そうではなくて十分時間をかけて、榔子の木の

例で言うと、榔子の木を植えようというアイデアが

出てきたときに、その関係者カ沫当に「ここは榔子

の木を植えよう」とみんながそれをi芸択するのであ

ればいくらでもネ直えていいと思う。しかし、そうい

う場合は少なく、住民側に知らされたときは、榔子

の木を植えるというのが決まってしまっている。そ

こに問題がある。

この場は学会ということでもあるので、ただ単に

国・都道府県・市町村と住民ということより、みん

なにとってより良いものは何かということを考える

場を作るということを考えれば、対立ありきではな

いと思う。そのときに接着剤の役割として、専門

家・学者.t苅荷者がいる。工学や土木の世界に関し
ては、素人と専門家との隅たりが大きいように感じ

ている。おそらく専門家も素人にどうやったら分か

りやすく捌?的な事を伝えられるのかという悩みも

あるだろう O お互いがつき合っていく粧験がまだ少

ないのであるからこそ、時間をかけるべきだD 手続

きとして説明会をして、住民代表が了承したという

やり方ではなく、前段階でもっと時間をかけるιとい

うような事がi必要ではないか。

-松本清次

確かに接着剤の役割を行政の中でも議論してい

て、その必要性を認識し、期待を高めている。対立

の構図は良くない、そこから入るべきではない、と

いう話があったが、役所の中でも自分達は対立する

つもりはなくても、市民と直接話をすると、噛みつ

かれるのでないかという恐れを持ってしまってい

る。噛みつかれそうになったときに、なだめてくれ

る方がいれば、我々も出ていきやすいという心情を

もった職員が多いので、ないか。

質疑F搭(抜粋)

(Q)国と地域のパートナーシップ、 NPOとのコラ
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ボレーション(協働)という点で、 NPOとして

は固からどういうアプローチをしてほしいか聞

治、せてほしい。

(A)私たちは休みの日に活動しているから、行政

の方も当然休みの日に来なさいと倣慢に言うつ

もりはない。ただ、例えば海辺を一緒に歩くと

か、現場を一度でいいので共にして、共に汗を

かくというのは、お互いにとって始まりになる

と実感している。今は、仕事としてこの活動を

していることを幸せに思っている。仕事頭で休

日出勤という感覚で行くのではなく、週末の家

族サービスとして、お子さんと一緒に浜辺歩き

に行くというような、視点の切り替えで垣根の

半歩分は取り払われるのではないかと思う。

(A)鳴き砂の浜の活動の事例などでは、大学の先

生・専門家の意見で刺激を受け、活動が活性化

されているD 田舎には専門家がいないので、大

学の先生や専門家ができるだけ地域に入って助

言や力を貸してくれると非常に助かる。

(A)私は官の人間だが、自分自身は勤務時間内と

勤務時間外を気分的には分けて仕事をしている。

勤務時間外は自分の思いであるが、珠如何Oへ

出かけて、刺激を受けるようにしている。行っ

たら楽しくなるという思いで仕事をしていかな

いとなかなか続かない。行政の方から行かない

と駄目であり、場合によっては場をつくらない

と駄目だ、と d思っている。大学の先生というのは

官の立場からいうと官と民をつないでくれる恰

好の材料である。大学の先生がもっと幅広く官

と民をくつつける役割をはたして欲しい。

(A)大学にいる人間の役割何かを考え始めた。一

つは、自分の専門分野について専門家の立場か

ら解説すること、もう一つは官と民の会合があ

ったとき、専門的な内容をできるだけ分からな

い人にも教えるということだろう。また、技術

者倫理の教育の場を行政の中つくっていくと、

協働もうまくいくのではないか。

(A)役人が話をすると信じてもらえない時がある。

行政に対する不信が歴史の中で培われている部

分があるのでしょう D 同じ事でも学者の立場か

ら解説してもらえると、すっと市民に受け取っ

てもらえる部分がある。 t支術者倫理については、
行政の中でも人材育成に現在取り組んでいると

ころである。

(0)パートナーシップを考える場合に、現時点で

の話の流れでは、行政側(開発側)とそれを利

用していく市民側、接着剤としての大学の先生

方という三極構造といっ話になっている。市民

と一概に言っても、陸上から海岸に来て和む市

民もいる。水圏の中に関わっている漁業の立場

もパートナーシップの相手としてあるのではな

い治、。

(A)漁業者にもいろいろな人がいて、先進的に考

える人はゴミ問題にも積極的に関わっているが、

一方そうでない人もいるO 琴引浜に漂着するゴ

ミには、漁具も多い。船から海にゴミを捨てる

という習慣がなかなか抜けきれない。海上でタ

バコを吸ったり、缶ジ、ユースを飲んだりするが、

それを海に捨てる。「琴引浜の鳴り砂を守る会j

の会長は定置網漁業をしているが、乗組員を教

育し直すのに5、6年かかったと関心海に物

を捨てるのが当たり前だという意識がたぶんに

ある。漁業者も気をつけてもらいたい。

(A)港湾・漁港の開発に関していえば、従来から

漁業協同組合の方々とは密接に意見交換をしな

がら、進めてきたD むしろ漁業・海運といった

海・港に関わっている方だけとの間で決めてき

たことに少し問題があって、そこに一般市民が

入ってもらうことがポイントになるのではない

か。一般の市民にとってみれば、毎日乗る電車、

毎日使う道路、家の目の前を流れている川と違

って、海というのが縁の遠い存在であるという

方が多い。それは我々の行政の結果でもあるが、

とりわけ大都会では海のある街にいながら、海

岸線が沖の方へでてしまって、その聞は工場や

岸壁で占められ、一般の人が立ち入る場所がほ

とんどない。海との縁が切れてしまっているが

為に、なかなか一般の方の関心と参画を頂くこ

とが難しくなっている。どうやれば一般市民が

海・海岸のことに意見を持ち、言ってもらえる

ような形にもっていけるかが課題である。

， 
k 

司

(0)開発をするか、保全をするか、立場からでは

なく一個人としてこれからどういう風にそのバ

ランスをとっていくべきだと思うか。

(A)開発をやめるかどうかをいきなり考えるので

はなくて、少なくとも開発が人間の社会・経済

活動上必要であるということが明らかであれば、
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その環境へのインパクトを小さくし避けながら 行って話をして、もう一日は生徒たちが現地へ

基本的に開発はやる方向であるだろう。 行って清掃活動をしたり、そこで飯ごう炊さん

したりして過ごす。カリキュラムの中に取り入

(0)具体的に帯克教育の仕組みをつくるのにはど れられると、毎年の事になるので、非常に大き

うしたらよいか。 な力になるのではないか。条例も決して罰する

(A)引共のころからの教育は、とても重要である。 ために作ったわけではなく、琴引浜に来てもら

海からの恩恵で生活が成り立っていることなど って自然の豊かさや美しさを知ってもらうため

を伝えていかなければならない。国土交通省で に、絵はがきとパンフレットを観光客すべてに

は、出前講座という制度をつくっている。わか 配って理解してもらうよう努力している。最初

りやすい教材も作成しているが、全国の引共に はチラシを考えたが、チラシではゴミになるこ

配布することは経費的な面でも無理があるので、 とが多いと思い、多少のお金をかけて絵葉書に

安価に流通させる方法を考えていきたい。 使えるようなものにし、捨てられない工夫をし

(A)出前講座などは、市民団体が独自に自分達の た。知ってもらうことが第ーであるので、琴引

得意分野を活かして、小学校の総合的学習の時 浜やゴミのことを知ってもらうための努力を続

聞に協力するなど随分広がっている。技術者、 けたいと思う。

行政、市民グループが一緒に教材作りやプログ

ラム作りを行い、一緒に出前講座したらもっと まとめ

広がりがあるはずだ。そうすることにより子ど -敷田麻実

も達と一緒に勉強することもできるし、作って 今日ここで議論した内容は、最初は生態系に直接

¥I いく過程での意見交換もできるのではないか。 影響を与えるというゴミの問題であった。これは、

(A)京都府の環境教育と関連して、みなさんの取 環境を管理するという問題だ、った。ところが5諾命を

り組みをどうネットワーク化して、交流できる すすめるうちに、それは実はゴミを捨てる人の意識

か、ということに取り組んでいる。京都府は、 やゴミを捨てる側に環境に配慮する必要があること

地球デザインスクールというものを開いていて、 がわかった。いわば利用を管理する必要があるとい

どんぐりを拾いながら体験学習をしたり、小さ うことである。

な茅葺きの家を子ども達と一緒に作ったりなど ではそれを具体的に角軒夫するにはどうすればいい

の活動をしている。府下では、 8~10ケ所で環 のかということだが、それは現場の学習や学習の成

境教育の拠点がある。その取り組みをネットワ 果をパートナーシップという形に変える、また、具

ークし交流して学びの輪を広げていく、という 体的な条例に変えることである。そして具体的手段

ことを京都府は力を入れてやっていきたい。残 がとれれば、次はそれを推進することである。こう

念ながら海に関する環境教育は取り組みが不十 した学習や人間の考え出した知恵の部分にまで管理

分であり、輪を広げていきたい口 約去がっていくという、管理の発展の様子カ亨ド常に

また地球温暖化の問題も、今までの議論は沿 よく分かった二時間半だと思う。私たちの沿岸域と

岸域がそれなりに保全されるということを前提 のつきあいというのは直接的な生態系とのつきあい
d 

としているが、温暖化により海面上昇するなど から、いわばこれからは我々自身が連続的に作り出

の地球の観点からも関心を持ってほしい。 した知恵でつきあいをしていく、最近知噺梓の分

(A)網野中学校の一年生は必ず琴引浜の勉強をす 野でナレッジマネージメントと呼ばれているような

るというカリキュラムになっている。事前に 新たな段階へ入ってきたので、はないか。

「琴引浜の鳴り砂を守る会」のメンバーが学校へ
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